
第７９５号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１０年 ６月１０日

ＮＯ ７９５

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）き ず な
井原市議会６月定例会

６ 月 １ ４ 日 に 開 会
一般質問は１６日～１８日

６月８日、井原市議会議会運営委員会（川上泉委
員長）が開かれ、井原市議会６月定例会の日程や一
般質問の順序などを決めました。 ６月１４日に開
会し、３０日までの１７日間と決まりました。

一般質問は、１６日から１８日までで、この度は
１３議員が質問することになっています。

６月１４日に開会する議会で、瀧本市長が議案の
提案説明などを行います。内容は次回の「きずな」
で紹介します。

議会日程を２面右下に載せています。一人でも多
くの方が議会傍聴においでください。

以下、質問項目を質問順にお知らせいたします。

森本 典夫議員

１．子どもの医療費の公費負担を通院も中学校卒業
までに引き上げては

現在、医療費の患者負担を入院につい
てのみ中学校卒業まで（通院は小学校３
年まで）公費で賄うことになっています。

私のところには、多くの市民から通院
も入院と同じように中学校卒業まで無料にしてほし
いという声が寄せられています。

県もこの程、該当年齢の引上げをしました。その
分だけ市の負担が軽減されるわけですから、この際、
公費負担の該当年齢を思い切って「通院」も中学校
卒業までに引き上げてはどうですか。

２．ごみ出し用の指定ごみ袋の容量の少ないものを
作成してはどうですか。また、袋代が「高い」
という声にこたえて引き下げてはどうですか

現在、家庭ごみの排出には市指定の「ごみ袋」を
使用していますが、少人数家庭では、１５㍑袋でも
大きすぎて無駄になると感じておられます。

といって特に生ごみを袋がいっぱいになるまで自
宅に保管しておくと、これからは悪臭が出て大変で
す。これの解決方法は、１５㍑袋より少ない容量の
袋を作るしかないと思います。この市民の声にこた
えて容量の少ない袋を作成してはどうですか。

これらを判断するためにも、ごみ出しの実態調査
を行ってはどうですか。

また、このたびアンケートを考えておられるよう
ですが、それによりますと、ごみ袋の値段について
の市民の考えをお尋ねする質問が欠落していると思
います。「高い」という声が強いので »»»

»»» あえて入れなかったのでしょうか。「高い」
との声にこたえて引き下げてはどうですか。

３．女性の管理職への登用を積極的
に進めるよう考えては

市長は、現時点で女性の管理職登
用をどの位にすべきだとお考えでしょ
うか。合併当時(平成１７年４月１日現在)課長補佐
級以上の女性の管理職は全体の９．６４％の８人で、
部次長級も３名いました。平成１９年以後は徐々に
減少し、今年度の平成２２年４月１日時点では、部
次長級、課長級はいなくなり、課長補佐級が５名で、
管理職全体の６．２５％に減ってしまっております。

この現状から判断し、女性の管理職への登用を積
極的に進めるべきだと考えますが、市長は、どうお
考えでしょうか。

４．市有墓地の管理を徹底すべきではないですか

現在、市は、市有墓地６０カ所の管理をほとんど
やっていないというのが実態のようです。早急に実
態調査を行い、墓地条例の１１条（墓地の返還）、
１２条（使用許可の取り消し）に沿って処理し、墓
地を求めておられる市民に使用してもらえるよう条
件整備をすべきではないですか。

５．特別養護老人ホームの実態把握と施設増を

市内全ての特別養護老人ホーム（特養）
の入所者数、待機者数などの実態調査を
行っていますか。もしやっていないよう
でしたら実態調査を行い、特養に対する
市としての対応策を打ち出すべきではないですか。

市として特に待機者が非常に多い現状をどう解決
すべきだとお考えでしょうか。また、施設増を積極
的に進める必要があると考えますがどうですか。

６．薬師橋架け替えと、たちまちの処置として欄干
を高くしてはどうですか

現在の「薬師橋」は昭和３７年に架けられたもの
で48年が経過しています。掛け替えを検討する時期
に来ているのではないでしょうか。

また、狭いということもあって、歩行中や自転車
で通っていて大きい車が来た時には、歩行者や自転
車は非常に危険で、欄干が低いので、川に転落する
危険もあります。

まず応急の処置として、両側の欄干を高くするな
ど、市民の安全を守る対策を講じるべきだと考えま
すがどうですか。 ２面左上へつづく

１６日の一般質問



月　日 曜日 摘　　　　　　　要

6月14日 月 開　会　市長の提案説明等

１５日 火 休　　　会

１６日 火
一般質問
（森本、川上泉、川上武徳、大鳴、
簀戸の５議員）

１７日 水
一般質問
（馬越、河合、佐藤、西田の４議員）

１８日 木
一般質問　　　（上野、井口、坊野、
藤原浩司の４議員)

休　　　会

２１日 月
議案審議 採決。　議案（補正予算
条例等）質疑 委員会付託。　請願、
陳情委員会付託 (予算決算委員会)

２２日 火
休　　　会　（建設水道委員会）
（予算決算委員会建設水道分科会）

２３日 水
休　　　会　（市民福祉委員会）
（予算決算委員会市民福祉分科会）

２４日 木
休　　　会　（総務文教委員会）
（予算決算委員会総務文教分科会）

休　　　会

２８日 月 休　　　会　（予算決算委員会）

２９日 火 休　　　会

３０日 水
議案（補正予算 条例、予算、請願
等）委員長報告、審議、採決　閉会

平成２２年６月市議会定例会日程

２５日～２７日

１９日～２０日

第７９５号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください(月額日刊紙２,９００円日曜版８００円）

１面右下よりつづく

川上 泉議員

１．井原市国民健康保険事業について
２．中学校卒業まで医療費の無料化について
３．定住促進に関する業務の一体化の必要性につい

て

川上 武徳議員

１．口蹄疫対策について
２．四季が丘団地への企業誘致と、

市有地の有効活用について
３．日中友好による地域活性化について

大鳴 二郎議員

１．公共施設及び公民館のトイレの改修について
２．地域集会所等の施設整備事業補助について

簀戸 利昭議員

１．平櫛田中旧宅の有効活用について
２．笑って健康元気アップ事業について

馬越 宏芳議員

１．観光行政について

河合 建志議員

１．県の中山間特別支援事業について
２．小田川の自然環境の保護・保全について

佐藤 豊議員

１．健康診査・ジェネリック医薬品・公費助成の充
実について

２．美星天文台・中世夢が原にオートキャンプ場の
整備を

３．校庭の芝生化について

西田 久志議員

１．国民健康保険事業の現状と今後の対策について
２．結婚適齢期を迎えた者の婚活支援について

上野 安是議員

１．ワクチン接種費用の公費助成について
２．障害者福祉サービス提供体制の充実について

»»»

»»»

井口 勇議員

１．まちづくり支援について
２．観光行政について

坊野 公治議員

１．介護保険制度における地域密着型サービスにつ
いて

２．協働のまちづくりについて

藤原 浩司議員

１．市長としての公約実現指数について
２．参議院議員選挙、市長選挙が本年間近にある中、

市内投票所の状況について
３．し尿汲み取り、再資源化施設の指導内容につい

て
４．井原市の産業振興について

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://jcp-seibu.sakura.ne.jp/morimoto/）でも見れます

１７日の一般質問

１８日の一般質問


